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研究成果の概要（和文）：LPS腹膜炎モデルに開腹操作を加えることによる腹膜炎における手術侵襲モデルを作
成し、腹腔内洗浄後に光線照射群と非光線照射群に分け比較検討を行った。人工太陽光の照射において、これら
のモデルに対する抗炎症作用を認めた。光線照射群では非光線照射群と比較して血中および腹水中の炎症性サイ
トカイン（TNF-α, IL-6）濃度の減少効果のみならずケモカイン(CCL2,CCL3,CCL4)濃度の減少作用、腹膜肥厚の
有意な軽減効果を認めた。

研究成果の概要（英文）：The surgical invasion model for peritonitis was created by adding an open 
operation to the LPS induced peritonitis model, and after the intraperitoneal lavage, divided into a
 light irradiation group and a non-light irradiation group, comparative examination was performed. 
Anti-inflammatory activity was observed in these models using artificial sunlight irradiation 
groups. In the light-irradiated group, not only the significant reduction effect of inflammatory 
cytokine (TNF-α, IL-6) concentration in blood and ascites fluid but also the significant decrease 
effect of chemokine (CCL2, CCL3, CCL4) concentration, and  significant reduction effect on 
peritoneal thickening was observed compared to those in the non-light-irradiated group.

研究分野： 外科学一般
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我々の研究の結果、人工太陽光の腹腔内照射により手術侵襲が加わった腹腔内炎症を直接抑制できた。これは腹
膜炎手術患者に対する手術中の人工太陽光の腹腔内照射が腹腔内炎症および全身の炎症軽減することが期待でき
る結果である。さらに敗血症の軽減効果、それに伴う術後の回復時間の短縮や死亡率軽減が期待できるのみなら
ず、本光線を腹腔鏡下手術の光源として用いれば開腹手術より低侵襲な腹腔鏡手術においては、さらに侵襲の少
ない手術になる可能性があり、今後腹膜炎患者のみならず全身状態不良な患者や高齢者に対しても安全性の高い
手術を提供できるかもしれない。
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１．研究開始当初の背景 

結腸直腸穿孔に伴う汎発性腹膜炎の治療は手術と集中治療であるが、合併症率、死亡率は

30％以上との報告もあり極めて高い。これは糞便中の細菌による腹膜炎が菌血症および高度の

炎症反応とそれからなる、重症敗血症を引き起こすためと考えられている。敗血症は、菌血症

に反応した炎症性サイトカインの過剰発現が低血圧、組織低灌流および凝固障害を引き起こし、

これが多臓器不全へと進行することにより死亡につながる。 

結腸直腸穿孔による汎発性腹膜炎の治療法である外科手術は、腹腔内の汚染物質の即時除去

を行うのみであり、これに抗生物質、ステロイド、循環薬などの投与による各種支持療法を行

うことが一般的であるが、腹膜炎手術の死亡率は未だ高いため、腹膜炎に伴う全身性炎症反応

を抑制するための新しい治療法を開発することが重要である。 

近年、我々の研究では、人工太陽光（太陽光に近似したスペクトル有する蛍光灯）を使用し

た光線療法が全身の抗炎症作用を及ぼすことを明らかにした。しかしながら、腹膜炎の手術患

者における光線療法の抗炎症効果はこれまで報告されていない。 
 

 
 

図１.研究方法 
 
 
２．研究の目的 

人工太陽光の腹腔内照射が腹膜炎外科手術における炎症を改善するかどうかを評価し、サイ

トカインの誘発および腹膜炎に関連する免疫系に対する光線療法の効果を明らかにすること。 
             
３. 研究の方法 

ICR マウスの腹腔内に LPS を投与し腹膜炎を惹起した後、全身麻酔下に開腹操作及び腹腔

内洗浄を行い LPS 誘導腹膜炎手術モデルとした。腹膜炎手術に引き続き、人工太陽光照射群（V 

群）は腹腔内へ人工太陽光を照射し、非照射群（C 群）は暗室で管理し、その後に閉腹し覚醒

させた。LPS の腹腔内投与から 3, 6, 12 時間後にマウスを安楽死させ、血液、腹水、腹膜を採

取した（図１）。腹水中の細胞数の測定、腹膜の炎症の程度を評価するための病理組織学的検査、

腹水及び血液中のサイトカイン及びケモカイン濃度測定を行い、光線照射がこれらの因子に及

ぼす影響を比較検討した。 
 
４．研究成果 

LPS 誘導腹膜炎手術モデルマウスへの人工太陽光の腹腔内照射は、非照射群と比べて、3時間

後の腹水中細胞数、6, 12 時間後の腹膜肥厚、12時間後の腹水中 IL-6 及び TNF-α濃度及び血液

中の TNF-α濃度及びケモカイン（CCL2,CCL3,CCL4）濃度を有意に抑制した。 

これは、光線照射が腹膜炎の手術モデルに対する腹膜炎改善効果を示した初めての報告（我々



の調査において）であり、今後の臨床現場での治療方法と成績変えうる大きな成果であると考

えている。 
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